
金

口

と

嫡

々

度

田

頼

道

日
蓮
大
聖
人

の
信
仰
を
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
大
部
分

の
人

々
は
、
日
ぐ
せ
の
よ
う
に
、
疑
う

こ
と
も
な
く

金

口
嫡

々

と
か一
器

の
水
を

一
器

に

と

い
う
こ
と
ば
を
ご
く
自
然

に
、
プ
ラ
イ
ド
を
持

っ
て
発
言
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
こ
れ
は
ま
ず
徹
底
し
て
教
え
ら
れ
て
来
た

こ
と
が

一
番

の
原
因
で
あ
る
。）

し
か
し
、
我

々
僧
侶
は
、
こ
の
言
葉

の
意
味
が
何
か
大
変
な
事

実
を
ね
じ
ま
げ

て
、
大
切
な
も
の
を
ベ
ー
ル
に
つ
つ
み
嘘
言
を
は

き
、
得

々
と
し
て
生
活
す
る
為

に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
僧
侶

は
、
日
蓮
正
宗

七
〇
〇
年

の
歴
史
が

金
口
嫡

々

で
も一
器

の
水
を

一
器

に

で
も
な
い
こ
と
を
良
く
御
存
知

の
は
ず

で
あ
ろ
う
。
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正
し
い
も

の
を
正
し
く
、
ま

っ
す
ぐ
の
も
の
を
ま

っ
す
ぐ
、
清

浄
な
も
の
を
清
浄
な
ま
ま
と
い
う
こ
と
で
な
く
。
ま
ち
が

っ
て
行

く
も

の
を
正
し
く
、
ま
が

っ
て
い
く
も
の
を
ま

っ
す
ぐ

に
、
汚
泥

に
ま
み
れ
ん
と
す
る
も
の
を
清
浄
た
ら
し
め
よ
う
と
努
力

し
た
歴

史
が
日
蓮
正
宗

（
富
士
門
流

）
七
百
年

の
尊

い
歴
史
な
の
で
あ
る
。

汚
水

に
ま
み
れ

つ
つ
泳
が
な
け
れ
ば

い
た
し
か
た
な

い
時
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
又
時

の
権
力
者
に
面
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

時
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
永

い
系
争
の
中
で
教
義
を
整
足
し
定
着

さ
せ
後
世

に
残
す
こ
と
ま
で
手
が
廻
ら
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
こ

と
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
何
代

に
も
わ
た

っ
て
、
大
石
寺

の
教
義

を
根
幹

に
染
め
ぬ
貫
主
の
登
座
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
年
少

の
貫

主
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
今

で
は
う
か
が
い
知
れ

ぬ
そ
の
時

の
状
況

と
い
う
も

の
が
そ
れ
な
り

に
あ

っ
た
こ
と
と
思
う
の
で
あ
る
。

し

か
し
、
あ

っ
た
こ
と
は
あ

っ
た
と
し
て
我

々
今

日
の
僧
俗
、
と
り

わ
け
僧
侶
は
か
く
さ
ず
真
剣

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず

で

あ
る
。
大
御
本
尊

の
御
姿
を
守
る
為

に
大
御
本
尊

の
心
を
悲

し
ま
せ
、

時

の
僧
俗
も
涙
を
の
み
、
そ
の
涙
を
の
ん
だ
こ
と
を
後
年

の
人

々

が
戒
め
と
し
、
踏
台

に
し
て
精
進

の
糧

に
し
愚
か
な
歴
代

の
教
義

解
釈
は
ほ
う
む
り
大
御
本
尊

に
懺
悔
し
た
時
代
が
あ

っ
た
は
ず

で

あ
る
。
な
ら
ば
何
故

こ
れ
を
か
く
そ
う
と
す
る
の
か
私

に
は
わ
か

ら
な
い
の
で
あ
る
。
大
聖
人

の
法
水
を
、
大
聖
人
と
い
う
源
か
ら

常
に
汲
取
る
志
を
保
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。も
ち
ろ
ん
秘
仏
で
あ
る
本
門
戒
壇
大
御
本
尊
様
と
歴
代

の
法
主

上
人
は
日
蓮
大
聖
人
の
法
体
を
法
体
た
ら
し
め
て
行
く
為

に
不
離

不
即
の
も

の
で
あ
る
事
が
当
然

で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
理
想

で
あ

る
。
し
か
し
今
日
に
い
た
る
迄

大
聖
人
よ
り
日
興
上
人
、
日
興
上
人
よ
り
日
目
上
人
、
日
目
上

人
よ
り
代

々
御
法
主
上
人
況
下

へ
と
金
口
嫡

々
御
相
承
を
受
奉

り
云
々
…
…

と
の
純
枠
無
垢
無
菌
培
養

で
あ
る
か
の
ご
と
く
宣
言
し
、
伝
え
る

こ
と
は
大
聖
人
か
ら
も

「
誤
伝
で
あ
る
。」
と
誠
め
ら
れ
る
も

の
と

思
う

の
で
あ
る
。

今

こ
こ
に
は
、
総
本
山
第
十
八
世

日
精
上
人
の
事
柄
だ
け
書
き

出
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
宗
要
九
巻
６９
Ｐ
に
は

日
精

の
造
読
等
　
要
山
よ
り
晉
め
る
山
主
は
始
め
日
昌
日
就
日

盈

の
時

は
著
し
く
京
風
を
発
揮
せ
ざ
り
し
が
、
但
し
其
人
柄

に

依
ら
ん
も
日
精

に
至
り
て
は
江
戸

に
地
盤
を
居

へ
て
末
寺
を
増

設
し
教
勢
を
拡
張
す
る

に
乗

じ
て
遂

に
造
仏
読
誦
を
始
め
全
く

当
時

の
要
山
流
た
ら
し
め
た
り
但
し
本
山
に
は
其
幣
を
及
ぼ
さ
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ざ
り
し
は
衷
心

の
真
情

か
周
囲

の
制
裁
か
、
其

れ
も
四
十
年
な

ら
ず
し
て
同
き
出
身

の
日
俊
日
啓

の
頃

に
は
次
第

に
造
仏
を
撤

廃
し
富
士

の
古
風
を
発
揚
せ
る
よ
り
却

っ
て
元
禄

の
事
件
を
惹

起
す
る
に
至
り
し
な
り
。

頼
道
注
釈

）

日
昌

―

日
啓
迄

の
要
法
寺
九
代

の
の
べ
年
間
は
百
十

一
年

に

お
よ
ぶ
も

の
で
あ
る
。

日
昌

―

日
精
在
職
迄
の
の
べ
年
間
は
四
十
九
年
間

で
あ
る
。

元
禄

の
事
件
と
は
、
西
山
本
門
寺
と
の
系
争

で
あ
り
、
元
禄
年

間

一
六
八
九

―
　
一
六
九
〇
の
、
歴
史

の
表
面

に
出
る
こ
と
は

一
年
余
り
の
こ
と
で
あ
る
。
祥
細
な
意
見
は
後
文

に
て
述

べ
る
一

随
宜
論
　
祖
滅
三
百
五
十

一
年
精
師
の
正
本
大
石
寺
に
在
り
、

原
本
無
題
な
る
を
以
て
後
師
仮
に
題
す
る
か
、
今
其
末
文
を
掲

ぐ
本
文
は
造
仏
読
誦
の
文
証
議
論
な
り
、
猶
此
等
の
説
は
同
師

の
大
聖
人
年
譜
に
も
出
づ
参
照
せ
ら
れ
ん
も
可
な
り
、
宗
学
要

集
第
五
巻
宗
史
部
の

一
一
八
頁

一
二
八
頁

一
二
九
頁

一
三
〇
頁

一
三

一
頁
。

右

の

一
巻

は
予
法
詔
寺
建
立
の
翌
年
仏
像
を
造
立
す
、
舷

に
因

つ

て
門
徒

の
真
俗
疑
難

を
到
す
故

に
朦
霧
を
散
ぜ
ん
が
為

に
廃
忘
を

助
け
ん
が
為

に
筆

を
染
む
る
者
な
り
。

寛
永
十
成
年
霜
月
吉
旦
　
　
　
　
　
　
日
精
在
り
判
。

第

一
浅
草
鏡
台
山
法
詔
寺
、
第
二
牛
島
常
泉
寺
是
は
帰
伏
の
寺
な

り
、
第
二
藤
原
青
柳
寺
、
四
半
野
油
野
妙
経
本
成
の
両
寺
、
五
赤

坂
久
成
寺
浅
草
安
立
院
長
安
寺
、
六
豆
州
久
成
寺
本
源
寺
是
は
帰

伏
の
寺
な
り
。

編
者
曰
く
已
上
精
師
関
係
の
寺
に
て
現
存
の
も
の
は
常
泉
寺
と

妙
経
寺
と
の
み
他
は
何
時
代
に
廃
転
せ
し
や
不
明
な
り
、
猶
精

師
の
造
仏
は
他
寺
に
及
び
し
事
次
の
日
仁
記
の
如
し
。

（
頼
道
注
釈

）

「
随
宜
論

」
な
る
も
の
は
正
本
大
石
寺
に
あ
り
と
い
う
が
ま

っ

た
く
眼
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し

原
本
無
題
な
る
を
以
て
後
師
仮
に
題
す
る
か
―
―
―

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
精
師
の
教
義
の
た
て
方
を
合
わ

せ
て
こ
の
「
随
宜

」
な
る
名
称
を
み
る
と
き

「
随
宜

」
―
―

つ
ま
り
物
に
さ
し
さ
わ
り
な
く
随

っ
て
行
く

論
で
あ
り
想
う
に
惨
た
ん
た
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
「
随
宜
論

」
の
内
容
が
私
の
い
う
こ
と
と
ま

っ
た
く
違

う
こ
と
や
教
義
に
無
関
係
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
御

指
南
を
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
精
上
人
の
教
義
の
誤
り
や
謗
法
は
、

「
随
宜
論

」
の
内
容
を

-4-



見
ず

と
も

「
大
聖
人
年
譜

」
「
家
中
見
聞

」
の
中

に
散
逸
し
て
い

る
所

で
あ
る
。
今
こ
こ
に
二
、
三
あ
げ
る
な
ら
ば

日
蓮
聖
人
年
譜

（
宗
要

五
巻

・１８
Ｐ

）

但
し
三
大
秘
法

の
時
は
久
成
釈
尊
を
以
て
本
尊

と
す
る
な
り
法

の
本
尊
を
以
て
事
行

の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
名

ク
る
が
故

な
り

と
示
さ
れ
る
も

の
の
、
堀
上
人
は
欄
外
注
意
書

に

此
下
辰
師

ノ
造
釈
迦
仏

ノ
悪
義
露
顕

セ
リ
迷

フ
ベ
カ
ラ
ズ

と
一小
さ
れ
所
で
あ
る
。

又
す
ぐ
あ
と
の

（
同

・１９
Ｐ

）

佐
渡
御
国
抄

に
云
く
本
門
の
本
尊
と
四
菩
薩

の
戒
壇
と
南
無
妙

法
蓮
華
経

の
五
字
之
才

残
す
文
ｏ

文

の
如
ん
ば
釈
尊

の
脇
士
た
る
四
菩
薩
造
　
書
写
す
る
是
戒

壇

の
義
な
り
、
此
だ
（
に
約
す
る
戒
壇
な
リ

ー
ー
ー

云
々

こ
の
文

に
し
て
も
宗
学
要
集

の
原
文

に
あ

っ
て
も
ら
え
ば
そ
の
脈

格
を
分

っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
が
、
こ
れ
も
欄
外
注
意
書

に

本
師
又
謬
義

ヲ
露

ハ
ス
惑

フ
ベ
カ
ラ
ズ

と
。
又

（
同
・２８
Ｐ

）

今
謂
く
富
士

に
蓮
祖
御
在
世

の
時

の
日
記
之
ざ

り
略
要
の
行
法

な
り
、
是
寿

代
門
弟
子
行
法
軌
則
な
り
尤
易
行
な
る
べ
し
、
既

に
法
然

の
易
行
を
破
し
て
当
家

の
易
行
を
立

て
た
ま
ふ
、
若

シ

雨
ら
ず
と
云
は

ゞ
難
行
道

に
落
ち
で
法
然

の
所
破
と
な
ら
ん
、

い
か
で
か
ら

義
あ
ら
ん
や
、
凡
ッ
当
家

の
意
は
要
行
を
以
て
正
行

を
以
て
正
行
と
す
る
こ
と
は
末
代
凡
夫

の
機
を
勘

へ
て
行
し
易

き
故
、然
ど

雖
モ読
誦
の
助
行
を
修
す
る
こ
と
を
妨
く
可
か
ら
ず
高

開
両
師
此
髪
思
な
り
、
先
ッ
止
行
を
い
は
ば
本
述
両
門

の
不
同
有
り

と
雖
モ倶

に
滅
後
利
物
を
以
て
正
意
と
為
す
な
り
、
故

に
述
門
正

宗

八
品
丼

に
涌
出
寿
量
の
意
皆
南
無
妙
法
蓮
花
経

五
字
七
字
を

以
て
五
種

に
行
ぜ
し
む
是
を
正
業
正
行
と
為
す
な
り
、　
一
部
受

持
読
誦
解
説
書
写
等
を
以
て
助
業
助
行
と
為
す
な
り
、
所
詮
七

宇

口
唱
を
以
て
正
行
と
為
し
自
余
は
皆
助
行
な
り
、
故

に
四
信

五
品
抄

に
云
く
檀
戒
等

の
五
度
を
制
止
し

一
向
南
無
妙
法
蓮
花

経
と
称
ぜ
し
む
る
を

一
念
信
解
初
随
喜

の
気
分
と
為
す
な
り
、

是
苗

此
∠
嘔
の
本
意
な
り
、
一
向
の
言
の
顕
す
所
、
七
字
口
唱
等

を
以
ッ
て
正
行
と
為
す
な
り
、
名
字
即
の
凡
夫

の
正
行
は
余
行
に

亘
ら
ぎ
る
故
な
り
、
三旬
則
此
ご
嘔
の
本
意
な
り
と
は
寿
量
品
の
意

な
り
此
ルを
以
ィ

法
華
本
意
随
自
意
と
為
る
こ
と
な
り
、
本
門
寿

量
の
妙
法
経
力
の
雨
前
述
門
の
経
力
に
勝
れ
た
る
こ
と
を
顕
さ

ん
が
た
め
な
ヶ
、
前
四
味
の
中
に
於
て
蔵
通
別
の
経
力
弱
′
そ

悪
人
を
助
け
ぎ
る
故
に
師
弟
共
に
高
位
な
り
是
レを
弘
ノ
六
に
云
く

教
弥
権
な
れ
ば
位
弥
高
し
と
、
前
四
味
の
中
の
円
教
の
経
力
強

盛
に
し
て
而
ξ

能
く
下
機
を
摂
す
る
故
に
、
観
経
に
云
く
五
逆

十
悪
諸
不
善
ヲ
具
ス
乃
至
即
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
文
、
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弓

則
前
四
味
の
中
の
三
円
相
待

一
往
の
意
な
り
、
再
往
三
五
下

種
に
約
す
れ
ば
前
四
味
の
熟
益
の
功
を
奪
ひ
取
ィ
喜
一五
下
種
の

功
と
為
す
是
″
呼実
相
待
の
意
な
り
、
三
五
下
種
の
功
を
奪
ひ
取
ッ

て
熟
益
と
号
し
久
遠
下
種
の
功
と
名
ど

は
本
門
の
法
門
な
り
、

然
る
に
玄
義
ノ
ハ
些
一あ

下
種
退
転
の
位
を
釈
し
て
云
く
名
字
観

行
の
益
は
生
を
隔
れ
ば
即
忘
す
文

、
信
解
品
の
記
に
之
を
釈
し

て
一取
く
退
者
多
ぐ
五
品
の
位
の
前
に
在
り
、
不
退
に
対
す
る
為

に
且
′
ヽ
五
品
を
以
て
退
位
と
為
す
の
み
、
一巧
釈
名
字
即
を
以
て

退
位
と
為
し
観
行
即
を
以
て
不
退
と
為
す
是
辞
利述
円
の
意
な
り
、

分
別
品
の
本
末
の
釈
の
意
名
字
即
を
以
て
不
退
と
為
す
な
り
、

況
や
観
行
即
を
や
、
四
信
五
品
抄
に
比
″義
を
釈
し
て
云
く
四
味

三
教
よ
り
円
教
は
下
機
を
摂
し
、
雨
前
の
円
教
よ
り
法
華
経
は

下
機
を
摂
す
、
述
門
よ
り
本
門
は
下
機
を
摂
す
る
な
り
教
弥
実

な
れ
ば
位
弥
下
の
六
字
に
意
を
留
て
之
レを
案
す
可
し
、
又
云
く

直
専
持
此
経
と
は

一
経
を
指
スに
非
す
専
ら
題
目
を
持
ッて
余
文
を

雑

へ
ず
と
云
ぶ
文
な
り
、
尚

一
経
の
読
誦
を
許
さ
ず
何
況
や
五

度
を
や
、
此
ノ文
の
意
唯
妙
経
五
字
七
字
の
題
目
を
持
ィ

方
便
寿

量
の
余
文
を
雑

へ
ず
、
な
ほ
方
便
寿
量
を
雑

へ
ず
況
や

一
部
読

誦
を
や
況
や
五
波
羅
蜜
を
や
、
嶋

義́
は
名
字
即
の
正
業
正
行
を

顕
す
釈
な
り
、
若
者

字
初
心
の
凡
夫
方
便
寿
量
の
読
誦
を
以
ッ

て
正
業
正
行
と
為
し
経
力
の
勝
用
を
顕
す
と
は
読
誦
に
摂
せ
ざ

る
人
皆
成
仏
す
可
か
ら
ざ
る
か
、
足
′は
本
門
寿
量
但
怯
弱
と
す

る
な
り
、
亦
難
行
道
と
な
る
な
り
、
故
に
名
字
即
の
正
業
正
行

は
唯
題
目
の
五
字
に
し
て
、
方
便
寿
量
に
非
ず
亦

一
部
八
巻
に

非
る
な
り
、
必
ス正
業
正
行
と
名
く
る
事
、

四
信
五
品
抄
に
云
く
、
初
心
の
者
兼
↑て
五
度
を
行
す
れ
ば
正
業
の

信
心
を
婉
ど

な
り
、
此
ズ

的
く
正
業
と
云
ノ
味
な
り
、
日
興
記
に
云

く
題
日
は
正
行
な
り
二
十
八
品
は
助
行
な
り
正
行
に
助
行
を
摂
す

可
し
。

報
恩
抄
下
に
云
く
、
有
智
無
智
を
き
ら
は
ず

一
同
に
他
事
を
捨
て

て
南
無
妙
法
蓮
花
経
と
唱
ふ
べ
し
文
ｏ

取
要
抄
に
云
く
、
日
蓮
は
広
略
を
捨
て
ゝ
肝
要
を
好
む
所
謂
上
行

所
伝
の
南
無
妙
法
蓮
花
経
な
り
文
ｏ

上
野
殿
御
返
事

に
云
く
、
今
末
法
に
入
り
ぬ
れ
ば
余
経
も
法
華
経

も
詮
な
し
但
南
無
妙
法
蓮
花
経
な
る
べ
し
、
高
橋
入
道
殿
御
返
事

に
云
く
、
法
華
経
は
文
字
は
あ
れ
ど
も
衆
生
の
病
の
薬
と
は
成
る

可
か
ら
ず
文
、
此
の
如
き
等
の
要
文
録
内
に
甚
グ

し
皆
名
字
即
の

正
業
正
行
を
判
じ
た
ま
ふ
文
な
り
、
又
取
要
炒
一云
く
竜
逆

縁
な
ら

ば
但
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
限
る
の
み
文
、
足
逆

縁
に
約
し
て
の

正
行
な
り
、
助
行
に
い
た
り
て
は
或
は
毎
自
作
是
念
の
文
を
唱

へ
或

は
自
我
侶
或
は
寿
量
品
或
は
略
開
三
を
誦
し
或
は
方
便
品
の
長
行

を
誦
し
尚
広
し
て

一
部
読
誦
を
な
す
、
七
字
口
唱
を
以
て
正
行
と
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為
す
外
は
皆
助
行
に
属
す
る
な
り
、
上

に
生
／る
所

の
日
蓮
は
広
略
を

捨
て
ゝ
肝
要
を
好
む
或
は
是
レ法
華
経
の
文
字
は
有
ど
も
衆
生

の
病

の
薬
と
成
ら
ず
類
の
御
書
ど
も
は
或

は
正
業
正
行

に
約

し
或
は
逆

縁

に
約
し
或
は
過
時

の
天
台
宗

に
約
し
或
は
習
は
ざ
る
の
謂

に
約

し
て
判

じ
た
ま

へ
り
、
順
縁
の
前

に
至

つ
て
は
然
ら
ざ
る
な
り
。

次

に
逆
縁

に
約
し
て
判
ず
と
は
取
要
抄

に
云
く
、
若
ご

縁
な
ら
ば

但
妙
法
蓮
花
経
の
五
字

に
限
る
の
み
、
基
′例
不
軽
品

の
如
し
、
我

門
弟
は
順
縁
な
り
日
本
国
は
逆
縁
な
り
、
○
広
略
を
捨
て
肝
要
を

取
る
云
云
、
順
縁

の
前

に
於

て
は
経

に
云
く
、
若
ご

自
ら
持
ち
、

若
は
人
を
教

て
持
た
し
め
、
若
は
貞
ぎ
一き
若

は
人
を
教
へて
書
か
し

む
文
、
嶋
′経
文
羅
什

の
存
略

に
し
て
最
初
最
後
を
挙
げ
た
り
故

に

中
略

の
義
知
り

ぬ
可
し
、
天
台
は
自
行
五
法
、
化
他
五
法
云
云

、

高
祖
貞
フ五
種
の
妙
行
を
修
行
し
又
他

に
教
へ
て
五
種

の
妙
行
を
修
行

せ
し
め
た
ま

へ
り
、
さ
れ
ば
蓮
祖
我
読
誦
を
み
ぞ

云
く
今
日
蓮
法

華
経

一
部
読
ン
て
候
ヽ

一
句

一
掲
尚
受
記
を
蒙
れ
り
何

に
況
や

一
部

を
や
と
弥

々
た
の
も
し
文
是
ど
「
自
読
な
り
、
真
間
供
養
抄

に
云
く

法
華
経

一
部
を
仏
の
御
六
根

に
読
み
入
れ
進
．ぜ

て
生
身

の
教
主
釈

尊

に
成
し
進
イ́
」文
、
此
メ

予
房
を
し
て

一
部
読
誦
を
な
さ
し
む
是

若
数
人
読
な
り
、
月
水
抄

に
女
人

の

一
部
読
誦
を
許
諾

し
て
次
下

に
判
し
三
本
く

二
十
八
品

の
中

に
殊

に
勝
れ
て
日
出
度
ぼ

方
便
品

と
寿
量
品
と
に
侍
り
等
多
ム
、
是
レ女
人

に
教
へで
二
品
読
誦
の
相
な

り
、
又
云
く
余

の
品
を
ば
時

々
御

い
と
ま
の
ひ
ま

に
あ
そ
ば
す

べ

く
候
と
是
ノ

人

に
教
へて

一
部
読
誦

の
姿
な
り
、
法
蓮
抄

に
云
く
、

法
華
経
読
誦
五
部
と
蓮
祖
称
歎

の
言
を
加

へ
た
ま
ふ
是
支

若
教
人

読
な
り
、
若
自
読
若
教
人
読
ろ

義
此
ク
の
如
し
、
亦
高
祖
法
華
経

一

部
書

写
の
事
多
般
な
り
、
日
興
又
法
花
経

一
部
書
写
し
た
ま
ふ
当

寺
霊
宝
随

一
な
り
、
若
自
書
若
教
人
書
其
義
斯
〆

如
し
。

長

い
引
用

で
は
あ
る
が
、
こ
の
中

に
誤
魔
化
し
を
含
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。
故

に
や
は
り
欄
外
注
意
書

に

助
行
広
ク
シ
テ
遂

二

一
部
誦
誦

二
及
ブ
正
ク
開
山
上
人

ノ
特
戒

二
背
ク
用

フ
ベ
タ

フ
ズ

と
示
さ
れ
、　
一
部
読
誦

の
誤
れ
る
解
釈
と
、
誤
れ
る
教
義
を
堀
上

人
御
自
身
、
注
意
を
し
破
折
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次

に
「
家
中
見
聞

」
の
上

（
同
書

・７６
Ｐ

）
に
も
、
精
師
自
身

一

部
読
誦
の
説
を
有
力
と
さ
せ
る
為

に

師
存
生

の
間
常

に
兜
率

の
生
を
願
ひ
給

へ
り
、
之

に
依

て
御
自

筆

の
法
華
経

の
巻
毎

に
其

ノ
趣
を
書
き
給
う

（
中
略

）
和
漢
程

遠
け
れ
ど
も
聖
人
化
導
惟
シ
同
じ
、

※
欄
外
注
意
書

墓
経

ノ
末
巻

二
此
意

ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
蓋
シ
本
師
造
読
家

ノ
故

二
誇
大

セ
ル
ガ
如

シ
惑

フ
ナ
カ

レ

「
家
中
見
聞

」
下

（
同
書

２３８
Ｐ

）
の
日
印

の
項

に
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の

記
録

（
御
遷
化
記
録

）
は
故
上
人
日
興
御
真
筆
な
れ
ば
な
り
、

日
尊
立
像
等
を
除
き
久
成
釈
尊
を
立
ボ

故
記
録

に
背
か
ざ
る
な

り
又
云
ハく
仏
像
造
立
の
事
本
門
寺
建
立

の
時
な
り
と
然
る
に
日

尊
本
門
寺
建
立
の
時

に
先
ィ

造
立
仏
像
は
是
レ
一
ヶ
条

の
相
違
な

り
罪
過

に
属
す

べ
き
や
否
や
の
論
は
、
観
心
本
尊
抄
、
四
条
金

吾
釈
迦
仏
供
養
抄
、
日
眼
女
釈
迦
仏
供
養
抄
、
骨
目
抄
、
唱
法

華
題
目
抄
等
を
以
て
之
を
決
す

べ
き
か
、
若
シ日
尊
実
録

（
日
大

筆

）
無
く
ん
ば
自
門
他
門
皆
巳

に
立
像
釈
迦
並

に
十
大
弟
子
を

造
立
す
と
謂

つ
べ
し
、
故

に
日
尊

の
末
弟
深
心

に
当
に
実
録
を

信
ず

べ
き
も

の
な
り
。

と
示
し
、
久
遠
元
初
本
因
無
作

（
日
蓮
本
仏

）
の
旨
は
な
に
も
な

い
の
で
あ
る
。
又
日
盈

の
項

に
お
い
て
も

（
同
書

２６５
Ｐ

）

一
部
読

誦
、
書
写
に
対
す
る
執
着
心
か
ら
、
日
興
上
人

の
生
存
中

の
事
柄

を
我
田
引
水

の
ひ
き
あ
い
に
出
し
、
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
考
え
て
く
る
と
、
日
精
上
人
は
、
そ
も
そ
も
大
石

寺
が
波
木
井
日
円
の
造
像
を
主

に
し
た
謗
法
を
理
由

に
開
創

せ
ら

れ
たい
ず
く

に
て
も
聖
人

の
意
を
た
て
ま

い
ら
せ
る

宗
旨
を
軽
ん
じ
、
末
寺

に
も
造
像
を
く
わ
だ
て
、
法
主
と

い
う
名

の
も
と

に
こ
の
時
代

に
お
い
て
教
義
を
打
ち
砕

い
て
し
ま

っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
謗
法
で
あ
る
こ
と
は
誰
人
も
認
め
ざ
る

を
得
な
い
歴
史
の
上
に
足
跡
が
残
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
時
代
の
副
作
用
と
し
て
日
精
上
人
は
敬
台
院
殿

よ
り
の
圧
政
に
軟
弱
に
対
応
し
、
そ
の
力
を
か
わ
し
た
こ
と
も
事

実
で
あ
り
功
績
と
い
え
る
や
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
大
石
寺
第
十
八
世
日
精
上
人
の
造
読
の

一
点
を
と

っ

て
、
も
し
ま
だ

金
口
嫡
々

一
器
の
水
を

一
器

に
と
、
高
僧
、
老
僧
、
学
僧
と
い
わ
れ
る
諸
先
輩
の
方
々
が
発
言

さ
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
精
上
人
は
じ
め
そ
の
前
後
の
歴
代

を
含
む
当
時
の
造
読
の
ま
ち
が

っ
た
宗
風
は
、
波
木
井
日
円
の
謗

法
と
ど
こ
が
違
う
と
い
え
る
の
か
―
―
―
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

在
家
が
や
れ
ば
謗
法
で
歴
代
が
や
れ
ば
謗
法
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
、
謗
法
は
謗
法
で
あ
ろ
う
。
当
時

の
宗
風

が
ど
う
で
あ

っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
第
二
十
二
世
日
俊
上
人
自

身
が
元
録
年
間
の
西
山
と
大
石
寺
の
系
争
の
中
で
、
西
山
か
ら
像

仏
は
堕
獄
で
あ
る
と
大
石
寺
の
人
間
は
誹
法
し
て
い
る
と
い
う
寺

社
奉
行

へ
の
う

っ
た
え
に
対
し
て
、

一、造
仏
堕
獄
と
申
す
事
は
無
実
の
申
し
懸
け
終

に
此
方
よ
り
堕

獄
と
申
さ
ず
候
、
例
て
京
都
要
法
寺
造
仏
読
誦
仕
り
候

へ
ど
も
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大
石
寺
よ
り
堕
獄
と
申
さ
ず
候
証
拠

に
当
住
ま

で
九
代

の
住
持

要
法
寺
よ
り
罷
り
越
し
候
、
今

に
通
用
絶

え
申
さ
ず
候
事
。

（
宗
要
九
巻

３３
Ｐ

）

こ
の
よ
う
に
寺
社
奉
行
所
宛

に
六
項
目
に
わ
た

っ
て
弁
明
さ
れ
て

い
る

一
項
目
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
書
面

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
与

え
て
い
え
ば
寺
社
奉
行
を
か
わ
す
た
め
に

本
音
を
か
く
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
大

石
寺

の
宗
旨

は
造
像
を
認
め
、
そ
れ
が
謗
法

で
は
な

い
こ
と
を
認

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
大
石
寺

は
要
法
寺

の
末
寺
と
化
し

て
し
ま

っ
て
い
る
様
相
を
示
し
、
謗
法
を
謗
法
と
分
ら
な
い
、
謗

法
を
謗
法
と
も
思
わ
な
い
宗
風
が
み
な
ざ
り
、
国
諌

・
折
伏

の
精

神
は
微
塵
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
も

金
口

と
い
い
、

こ
の
宗
風
と
歴
史
を
た
だ
単

に

嫡

々

と
い
う

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
謗
法
と
い
わ
な

い
な
ら
ば
波

木
井
日
円
の
四
ヶ
の
謗
法
も
謗
法

で
は
な
く
。
日
蓮
正
宗
は
基
本

的

に
御
本
尊
様
さ
え
も

っ
て
い
れ
ば
何
を
や

っ
て
も
基
本
的

に
は

謗
法
と
は
な
ら
な
い
宗
旨
だ
と

い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中

に
あ

っ
て
日
永
上
人
、
日
宥
上
人
、
日
寛
Ｌ
人

等

の
歴
代
御
先
師
は
こ
れ
ら
の
謗
法
是
正

に
務

め
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
像
読

の
宗
風
盛
ん
な
る
時

に
あ

っ
て
、
棚
上
げ

に
さ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
富
士
門
流
本
来

の
口
伝
や

「
門
徒
存
知

」
「
五
人

所
破
抄

」
「
日
興
遺
戒
置
文

」
等
を
亀
鑑

の
中

の
亀
鑑
と
さ
れ
た

こ
と
と
思
う

の
で
あ
る
。
中

で
も

「
日
興
遺
戒
置
文

」
の

時

の
貫
主
為
り
と
雖
も
仏
法

に
相
違
し
て
己
義
を
構
え
ば
之
を

用
う

べ
か
ら
ざ
る
事
。
　

　

　

　

　

　

（
学
林
教
科
書

１３
Ｐ

）

と
の

一
点
は
、
長

い
暗
黒

の
中

で
根
本

の
本
尊
教
義
さ
え
も
乱
し

て
し
ま
う
宗
風

の
中

に
あ

っ
て
、
大
石
寺

の
本
来

の
姿
を
知
り
、

求
道
す
る
人
間
に
と

っ
て
尊

い
心

の
支
え
で
あ

っ
た
こ
と
と
思
う

の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
前
の
六
十
六
世

日
達
上

人
が
こ
の
解
釈
に
お
い
て

時

の
貫

主
と
は
、
そ
の
宗

の
頭
、
即
ち
現
在

の
管
長
で
あ
り
法

主
で
あ
る
。
管
長
で
あ
る
か
ら
宗
門
を
運
営
す
る
に
当

っ
て
誰

を
採
用
し
、
任
用
し
て
も
よ
い
の
で
あ
る
が
、
大
聖
人

の
仏
法

に
違
背
し
て
自
分
勝
手
な
説
を
立

て
、
し
か
も
注
意
さ
れ
て
も

改
め
な
い
人
を
用

い
て
は
な
ら
な

い
。

つ
ま
り
、
時

の
貫
主
の

権
限
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
の
解
釈
を
施
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
解
釈

に
よ
る
な
ら
ば
次

の
衆
議
た
り
と
雖
も
仏
法

に
相
違
有
ら
ば
貫
主
之
を
催
く
べ
き
事
。

こ
の
条
は

一
般
僧
侶

の
横
暴
を
誡
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。　
一
般
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僧
侶
が
協
議
し
て
決
定
し
た
事

で
も
、
も
し
大
聖
人

の
仏
法

に

違
背
し
て
居
れ
ば
貫
主
は
之

の
説
を
押

し
退
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
日
の
時
代

に
は

一
層
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

と
解
釈
さ
れ
、
前
者
と
文
意
同
等

に
解
釈
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る

こ
と
は
、
や
は
り
お
か
し
い
無
理
矢
理
な
解
釈
と

い
わ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。

日
精
上
人
、
日
俊
上
人

の
行
状

を

時

の
貫
主
た
り
と
雖
も

と
い
え
ず
、
日
精
上
人
も
日
俊
上
人
も

大
聖
人

の
仏
法

に
違
背

し
て
自
分
勝
手
な
説
を
立

て
、
し
か
も

注
意
さ
れ
て
も
改
め
な

い
人
を
用

い
て
は
な
ら
な

い
。

つ
ま
り

時

の
貫
主
の
権
限
を
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

と
の
解
釈
が
通
用
す
る
と
す
れ
ば
富
士

の
教
義
は
ま

っ
た
く
暗
中

消
失

の
感
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
達
上
人

の
解
釈
か
ら
す

れ
ば
、
こ
の
文
章

は

時

の
貫
主
た
り
と
雖
も
仏
法

に
相
違
し
て
己
義

を
構
え
た
る
者

を
ば
用
う

べ
か
ら
ざ
る
事
。

と
な

っ
て
し
ま

い

時

の
貫
主
云
々
―
―
―
―
―

単
数

の
異
議

衆
議

た
り
と
雖
も
云
々
―
―

複
数

の
異
議

と
い
う
解
釈

に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
日
達
上
人
は
生
前

ま
ち
が

っ
て
い
る
か
い
な

い
か
は

一
体
誰
が
決
め
る
の
か
、
法

主
が
決

め
る
ん
じ

ゃ
な

い
の
か

（
取
意

）

と
発
言
さ
れ
て
い
た
が
、
歴
史

の
中

に
そ

の
判
断
を
ゆ
だ
ね
る
と
、

ど
う
し
て
も
辻
棲
が
合
わ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

貫
主
も
衆
僧
も
当
然

の
こ
と
な
が
ら
我
見
の
流
義
解
釈
を
持
た

ず
大
法
を
守
る
こ
と
が
そ
の
務
め
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
御
文

を
正
直

に
読
め
ば

貫
主
も
衆
僧
も
そ
の
目
的
を
違
え
る
な
か
れ

と
の
戒

め
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

上
意
下
達
だ
け
の
受
売
り
信
仰
や
、
黒
を
自
、
自
を
黒
と
の
黒

自
信
仰

の
為

に
こ
の
二
つ
の
御
文
が
あ
る

の
で
は
な

い
と
思
え
る

の
で
あ
る
。

日
永
上
人
を
師
と
し
て

一
六
八
三
年
出
家

さ
れ
た
日
寛

上
人

の

そ
の
時
代
は
、
日
精
上
人

入
寂

の
年
で
あ
り
、
日
典
、
日
俊
、
日

啓
と
の
要
法
寺
関
与

の
時
代

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
精
師

の
時
代

に
は
明
ら
か
に

百
六
対
見
記
の
種
の
廿
五
の
下
　
祖
滅
三
百
八
十
年
、
寿
円
日

仁

の
著

（
後

の
要
山
主
日
舒

）
に
し
て
写
本
要
法
寺

に
有
り
、

時
代

の
参
考

の
為

に
全
文
を
録
す
但
し
付
録
な
り
。

一、付
た
り
寛
永
年
中
江
戸
法
詔
寺

の
造
仏
千
部
あ
り
、
時

の
大
石
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の
住
持

は
日
盈
上
人
後
会
津
実
成
寺

に
移
り
て
遷
化
す
法
詔
寺

の
住
持

は
日
精
上
人
、
鎌
倉
鏡
台
寺

の
両
尊
四
菩
薩
御
高
祖

の

影
、
後

に
細
草
檀
林
本
堂

の
像
な
り
、
牛
島
常
泉
寺
久
米
原
等

の
五
箇
寺
並

に
造
仏
す
、
又
下
谷
常
在
寺

の
造
仏
は
日
精
上
人

造
立
主
、
実
成
寺
両
尊

の
後
響
、
精
師
御
施
主
、
又
京
要
法
寺

本
堂
再
興

の
時

日
精
上
人
度
々
の
助
力
有
り
、
然
る

に
日
俊
上

の
時
下
谷

の
諸
木
像
両
尊
等
土
蔵

に
隠
し
常
泉
寺

の
両
尊
を
持

仏
堂

へ
か
く
し

（
隠

）
た
り
、
日
俊
上
は
予

が
法
兄
な
れ
ど
も

曽

て
其
所
以
を
聞
か
ず
、
元
禄
第
十

一
の
比
大
石
寺
門
流
僧
要

法

の
造
仏
を
破
す

一
笑

々
々
。

こ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾

の
中

で
富
士
門
流

の
歴
史
が
き
ざ
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
永
上
人
登
座

七
年
目

に
し
て
、
誰
が
そ
の
異
議
を
唱
え
た
か
分
か
ら
ぬ
が

元
禄
第
十

一
の
比
大
石
寺
門
流
僧
要
法

の
造
仏
を
破
す

一
笑

々

々

。

と
し
て
、
歴
史
の
か
た
す
み
に
そ
の
た
て
わ
け
が
や

っ
と
出

て
来

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

一
七
〇

一
年
嘉
伝
日
悦
木
像
造
立
是
非

を

著
す
曖

（
富
士
年
表

）
と
示
さ
れ
、
造
像

の
議
論
が
盛
ん

に
湧
き

つ
つ
あ

っ
た
と
み
え
る
の
で
あ
る
。

（
も
ち
ろ
ん

こ
の
文
書
も
見

る
べ
く
も
な
い
の
で
、
諸
先
輩

に
は
御
指
南

い
た
だ
き
た
い

）

私

は
こ
の
富
士
門
流

の
真
実

の
姿

の
中

に
、
久
遠
元
初
本
因
妙

の
所

に
仏
法
を
た
て
、
首

題
南
無
妙
法
蓮
華
経
日
蓮
在
御
判
、
奉

書
写
之
、歴
代
法
主
在
御
判

の
日
蓮
本
仏
の
教
義
精
神

こ
そ
が
是
正

期

に
生
き
た
御
法
主
の
血
脈
厳
護

の
精
神

で
あ

っ
た
と
思
う

の
で

あ
る
。
日
蓮

。
日
興

・
日
目
を
法
水

の
源
と
し
、
こ
の
源
よ
り
清

浄
な
る
法
水
を
汲
み
取
り
教
義

の
判
釈
を
行
う

の
で
あ
り
、
決
し

て
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
の
よ
う
な
受
継
ぎ
を
旨
と
し
て
い
る

の
で
は
な

い
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
も
し
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

っ
た
り
六
十

余
両

の
連
結
機
関
車

で
あ
る
な
ら
ば
十

五
世
―

二
十
三
世
迄

の
距

離
を
破
折
し
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず

で
あ
る
。

私

は
血
脈

や
御
法
主
を
否
定
す
る
人
間

で
は
な
く
、
か
え

っ
て

逆

で
あ
る
と
思
う
。

今

こ
こ
に
少
し
く
書

い
た
こ
と
を
知
ら
ぬ
ふ
り

を
し

金

口
嫡

々

の
美
名

や

ス
ロ
ー
ガ

ン
が
な
く

て
は
、
日
蓮
正
宗

で
は
な
い
と
考

え
る
人

こ
そ
、
是
正
期

に
正
し
い
宗
旨
、
本
来

の
宗
旨
を
命

の
限

り
叫
ん
だ
血
脈
付
法

の
先
師
上
人

に
対
し
て
申
し
分

け
な
い
こ
と

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
実
体

の
な

い
得
体

の
し
れ
な
い

言
葉
を
も

っ
て
巧
言
麗
飾
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
利
根
と
通
力

の

信
心
と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

日
寛
上
人

に
お
け
る
六
巻
抄
。
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
末
法
相

応
抄
は
、
他
宗
折
伏
以
前

に
富
士
門
流
衆
徒
を
覚
醒
せ
し
め
、
金
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山
を
善
導
せ
し
め
る
内
面

に
正
義
を
う

っ
た
え
る
こ
と
を
ま
ず
第

一
目
的

に
し
た
書

で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
も
の

で
あ
る
。

幾
重

に
も
御
指
南
を
御
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。


